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［Ⅰ］

［Ⅱ］

㋑ 購入時に資産で処理する方法

㋺ 購入時に費用で処理する方法

［Ⅲ］

定額法は帳簿価額から残存価額を差し引き要償却額を求め、それを耐用年数で割ることで求めら

れる。定額法では毎期一定額の減価償却費が見積もられる。一方、定率法は帳簿価額から減価償

却累計額を算出し、その残額に一定率を乗じて算定する方法である。　定率法では年々見積もられ

る減価償却費の額が低減する。
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